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ごあいさつ 
 

衛生学公衆衛生学分野開講 10 周年を記念し、ひとこと御挨拶申し上げます。 

 

2003 年 5 月、南正康名誉教授のあとを受けて、日本医科大学主任教授として着任いたし

ました。教室員各位のご尽力により、教育・研究活動を現在まで続けることができ、学内

でさまざまな経験をさせていただきました。 

一口に 10 年と申しますが、その間、複数の教室員の転出があり、代わって新しい人材を

得ることがかない、現在に至っております。 

私は、学生および社会人としては、首都東京での活動はほとんどなかったので、人やも

のの行き来が激しい環境に慣れるまで、しばらくの時間がかかりました。一方、そのよう

な環境に慣れてきますと、利便性の優れたことも理解できるようになりました。 

今後の 10 年間を考えたとき、本分野の教室員がかかわるであろう教育・研究・社会活動

について、広く深い展開が期待される実感があります。この 10 周年記念誌は、各教室員が

過去を振り返り、将来展望を描くための一里塚にしたいと考え、通常よくある出版形式を

離れて、教室員各位の仕事を中心に据えたものとして編集した次第です。 

 

私の教育・研究活動は、恩師である群馬大学名誉教授 鈴木庄亮先生のご指導によると

ころ極めて大であります。先生から離れて 10 年の節目を思うとき、理想と現実の距離に戸

惑うばかりです。それでも、最も大切な財産である「人づくり」に精をだして、本分野が

拡大再生産をはかれるよう、日々精進したいと考えています。 

 

ここに、偉大な思想家であり教育者でもある會津八一先生の「学規」を掲げさせていた

だき、本分野運営のための標（しるべ）としたいと考えます。この言葉は、私の出身高校

の校長をされていた鈴木章介先生が、全校集会のおり、心をこめて紹介してくださったも

のであり、深くしみ入る言葉です。 

 

ふかくこの生を愛すへし 

かへりみて己を知るへし 

学藝を以て性を養うへし 

日々新面目あるへし 

        秋艸道人 

 

2013 年 5 月 1 日 

日本医科大学衛生学公衆衛生学分野 大学院教授 川田智之 
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教室員一覧 
 

2003 年 5 月 

教授  川田 智之 

助教授  永原 則之 

講師  若山 葉子 稲垣 弘文 李  卿 

助手  勝又 聖夫 平田 幸代 李  英姫 澤田 典里 

主任研究技術員 平田 紀美子 

研究技術員 清水 孝子 中台 亜里 鈴木 博子 

 

2013 年 3 月 

教授  川田 智之 

准教授  李  卿 大塚 俊昭 

講師  若山 葉子 稲垣 弘文 李  英姫 

助教  勝又 聖夫 平田 幸代 可知 悠子 

ﾃｸﾆｶﾙ･ｽﾀｯﾌ 平田 紀美子 

ﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ 五月女 孝子 

ｱｼｽﾀﾝﾄ･ｽﾀｯﾌ 小林 麻衣子 

大学院生 加藤 活人 

  

2013 年春 根津神社にて 
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職名  大学院教授   氏名  川田 智之   勤務期間  2003 年 5 月～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

 

教育関連：衛生学講義・実習，社会医学講義，BSL，基礎配属などを担当 

 

研究関連：衛生学公衆衛生学分野所属の各教職員が進めている研究内容へのアドバイス，

自己研究としては，職域および地域疫学調査の実施とその評価（公表），外部研究資金獲得

のためのアドバイスなどを中心に，幅広い研究活動を展開してきた．教職員各位が希望す

る内容に沿った指導を心がけている． 

 

学内業務：教育委員会，図書委員会（委員長），大学院委員会，ＰＲ情報委員会，倫理委員

会，入試検討委員会などの各委員 

 

地域社会活動：文京区地域保健推進協議会および同区地域福祉推進協議会保健部会の各委

員 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

 本分野発展のため，組織運営に全力を尽くしたい．会計，庶務，教育担当教員を軸に，

その他の教職員の力も借りて，組織が拡大再生産されるよう，「配慮の分野運営」に心がけ

る．最終目標は，教職員各位の「職業満足度」の向上である．働いていてよかったと感じ

られるような職場でありたい．  
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職名  准教授   氏名  李  卿   勤務期間  1994 年 4 月～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

1．教育について 

衛生学の講義・実習・基礎配属および社会医学コース講義を担当し、大学院では「環境

医学分野」の講義と実習を担当している。また 1 年生の医学入門、2 年生ＳＧＬチューター、

4 年生ＳＧＬチューターをそれぞれ 1 回ずつ担当した。第 16 回医学教育のためのＦＤワークシ

ョップに参加した（H20 年）。なお看護学校の講義も担当している。 

2.研究について 

（1）森林医学分野の研究 

2004 年から公的助成金を受け、森林環境の健康増進効果、特に森林浴による生体免疫機

能への影響に関する研究を行い、森林浴が生体の抗がん免疫機能を高め、ストレスホルモ

ンと血圧を減少させることを明らかにした。2007 年に日本衛生学会で代表世話人として「森

林医学研究会」を立ち上げ、「森林医学」の確立を目指している。 

（2）環境免疫学分野の研究 

本研究は、有機リン農薬やカーバメイト系農薬等の産業・環境化学物質及びライススタ

イルやストレスによる生体免疫機能、特にＮＫ細胞機能への影響及びそのメカニズムにつ

いて検討しており、「環境免疫学」の確立を目指している。 

3.社会活動について 

日本衛生学会森林医学研究会代表世話人、森林セラピーソサエテイ理事、国際森林研究機

構 IUFRO「森林と健康」運営委員会委員、国際自然・森林医学会副会長・事務局長及び日本衛

生学会英文雑誌編集委員を務め、積極的に社会活動に参加している。2010 年から本学国際

交流センター運営委員を務め、本学の国際交流に積極的に携わっている。 

4. 教室運営 

教室の会計を担当しており、積極的に教室運営に尽力している。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

1．教育について 

教授をサポートし、積極的に衛生学公衆衛生学の講義・実習及び大学院教育に参加する。 

2.研究について 

これまでの研究を継続・発展させ、「森林医学」と「環境免疫学」の確立を目指す。 

3.社会活動について 

これまで通り積極的に社会活動に参加する。 

4. 教室運営 

教授をサポートし、積極的に教室運営に尽力する。  
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職名  准教授   氏名  大塚 俊昭   勤務期間  2008 年 4 月～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

・教育関連 

① 医学部第 3 学年および第 6 学年の衛生学・公衆衛生学講義、および第 3 学年の衛生学

実習、基礎配属を担当 

② 医学部第 3 学年副担任（2011 年度） 

③ 医学部第 2 学年および第 1 学年の SGL チューターを担当 

④ 医学部第 6 学年国家試験タスクフォース（公衆衛生学分野）を担当 

⑤ 日本医科大学看護専門学校およびすみだ医師会立看護専門学校における講義を担当 

・研究関連 

① 職域集団を対象とした循環器疾患および生活習慣病発症リスクに関する疫学研究 

② 循環器疾患罹患者識別に有用なモダリティの開発（循環器内科との共同研究） 

③ 新たな心血管バイオマーカーに関する研究 

④ 職域におけるより効果的な血圧管理方法に関する研究 

・教室運営 

① 教室ホームページの立ち上げおよび管理 

② 教室会議事録、セミナーおよび抄読会記録の作成および管理 

・その他学内外活動 

① 日本産業衛生学会代議員（2008 年～2010 年）、日本動脈硬化学会評議員（2012 年～） 

② 第 77 回日本循環器学会学術集会準備委員 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

① 研究について 

医学および社会の発展に貢献しうるような研究活動を行いたい。具体的には、 

・より大規模な前向き職域疫学研究を行ない、労働者の健康保持に関する有益な知見

を発信したい。 

・東京 23 区東部において、医師会および行政との協力のもと、循環器疾患を対象とし

た地域疫学研究を実施し、「東京下町」発のエビデンスを発信したい。 

② 教育について 

医学部学生の国家試験合格はもちろんのこと、臨床医となった後も公衆衛生マインド

を忘れることのないよう、記憶に残る教育を心がけたい。 

③ 教室活動その他について 

引き続き、教室ホームページや各種記録類の管理について、責任を持って行っていき

たい。  
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職名  講師   氏名  若山 葉子   勤務期間  1975年 4月〜  

 

1）教授着任から現在までの主な教室関連業務（教育,研究,社会活動,教室運営など） 
①感染症の疫学研究：ウイルス肝炎地域流行の長期追跡研究 
 当教室が 1960年代の流行当初より疫学調査を行いその後も継続して追跡調査を実施して
いた大規模なウイルス肝炎地域流行の長期追跡調査成績を解析し、既往者および肝炎流行
地域の予後の解明にあたっている。本流行は主として HCV（C型肝炎ウイルス）に起因する
ものであり、既往者・地域住民の凍結保存血清を用いて原因ウイルスの生体内動態と慢性
肝炎・肝硬変・肝がんへの進展など肝病態の長期的推移との関連性について解析を行って
いる。平成 18〜20 年度科学研究費補助金基盤研究（C）により実施した研究では、肝炎発
症時より 20 年以上にわたる観察成績から当該 HCV地域流行既往者の肝病態の進展は発症か
ら比較的早期の HCV 抗原量の増加に関連があることが示唆された。また、定期住民健康診
査成績の解析から既往者を除いた地域住民においても高い肝機能異常率・肝炎既往・治療
歴が認められるなどウイルス肝炎流行既往地区としての予後の特徴が明らかにされた。現
在、HCV の質的側面・HCV以外の肝炎ウイルスの介在、さらに加齢など各種宿主因子の影響
を踏まえた肝病態進展の長期的推移の特徴の把握・解析を続行中である。 
②高齢者保健活動：高齢者における健康維持増進のための総合的追跡研究 
 平成 16 年より、都市在住高齢者の健康で自立した生活維持を目指して「健康運動教室」
を主催しているグループ（神奈川県立保健福祉大学「健康調査グループ」）に参加し、年一
回、形態・体力・生理機能測定、血清生化学的検査、アンケート調査等を実施し、高齢者
がより質の高い生活を営むためにどのような運動習慣・生活習慣を身につけることが必要
であるかを検討し、介護予防の支援に当たっている。上記調査・測定成績について各年ご
と（約 200名）の解析から、継続した運動習慣を身につけることにより体力（生活活動力）
の維持・向上が示唆された。しかし、高齢者は個体差が大きく加齢影響を含めた経年的詳
細な追跡解析が必要であり、現在、高齢者の健康度をより客観的に評価できる解析手法を
検討中である。 
    同   ：ラジオ体操が身体機能に与える影響についての調査研究 
 平成 21年度財団法人簡易保険加入者協会調査研究事業の一環として、神奈川県立保健福
祉大学「健康サポート研究会」とともに、「全国ラジオ体操連盟」に所属する 9グループ約
500 名を対象として、形態・体力・生理機能測定、アンケート調査等を実施した。分担担当
した腹囲径の測定結果から、対象者は全国比で男女とも 5cmほど小さい分布傾向が見られ、
基準値以上を示す割合も低率であり、ラジオ体操継続期間・週当たりの体操参加回数との
関連性も示唆された。 
③国際保健活動：カンボジア健康教育プロジェクトなど 
 平成 21・22 年度にカンボジア-シェムリアップ州教育局の招聘により、複数の大学とと
もにプロジェクトチームを編成し、同州の次世代を担う青少年の体格・体力測定、生活習
慣・健康教育・飲料水・栄養状態などの実態調査を実施した。小学校 4・中学校 3校を「健
康教育モデル校」とし児童生徒約 250 人を対象に行った。わが国と比較して体格では 2〜4
年ほどの差・体力では大きな差があり、都市部と農村部との格差も大きく、栄養・衛生な
ど健康教育の重要性が示唆された。平成 21 年度より本学第 3 学年学生各年約 10 名を対象
に国際保健協力のあり方について自主的学習プログラムを実施している。協力支援活動の
一端として、平成 24 年度ではザンビアの孤児院へテイシュペーパー・文房具等を贈った。 
 
2）今後の業務計画と到達目標 
 ①ウイルス肝炎既往者（約 600名）および地域住民（約 2000名）の長期追跡成績をデー
タ ベース化し次世代の解析に備えるとともに、新たな解析手法について検討していく。 
 ②経年的な推移を把握し、高齢者の健康度をより客観的に評価し介護予防の支援につな
げる。 

③アジア地域の開発途上国の保健医療福祉を概観し必要な支援について考察していく。  
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職名  講師   氏名  稲垣 弘文   勤務期間  1989 年 4 月～  

 

1） 教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

 

教育関連：3 年生「衛生学」講義及び実習、5 年生(旧)「公衆衛生学」講義、5〜6 年生(旧)

「公衆衛生学」BSL、4 年生(旧)「社会医学コース」講義、6 年生「社会医学コース」講義、

4 年生 SGL、3 年生(旧)グループ演習、2 年生 SGL、基礎配属を一部担当した。他には、3

年生 SGL 課題作成、6 年生綜合試験問題の作成を行った。CBT 関連は別掲。 

 

研究関連：細胞培養技術、モノクローナル及びポリクローナル抗体を用いた生体物質の免

疫学的測定や構造解析、HPLC 等を用いた化学分析を基盤技術として、衛生学公衆衛生学領

域における研究活動を行った。主たる研究対象は、免疫系で働くとされているグランザイ

ム 3 であり、平田助教と共同で研究を進めてきた。また、他の教室員が各自の研究を進め

る上で、上記基盤技術に関する事柄についての研究の補助、サポート、指導を行ってきた。

さらに、学内他分野や学外の研究者についても、同様にサポート、共同研究を行った。 

 

CBT 関連：当初より、共用試験機構による問題公募に対応する出題を行ってきたが、共用

試験機構において行われた公募問題のブラッシュアップ作業に参加したのをきっかけに、

共用試験機構のプール化専門部会委員を委嘱され、機構における会議や作業に参加してき

た。学内においては、CBT 実行委員会の副委員長を拝命し、CBT 本試験、追再試験の試験

監督、学生へのガイダンス、公募問題作成のための教員への説明会及び学内ブラッシュア

ップ作業を担当した。 

 

その他学内業務：(旧) 3・4 号館から大学院棟への引越しに関して多くの時間を費やした。

大学院棟の当該区画の設計、購入・移設機器の選定、引越しのスケジュールや手順につい

ての検討、打ち合わせを行った。一部学生実習室についても検討した。教室員の尽力によ

り、スムーズに引越しが済んだことに感謝している。他には、日本医科大学看護専門学校

の「環境学」及び「保健医療学」講義を一部担当した。 

 

その他学外活動：日本産業衛生学会関東地方会幹事、地方会ニュース編集委員を務めた。

また、(財)労働科学研究所における作業環境測定士登録講習を一部担当した。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

 研究をより精力的に進め、まとめるべきものをまとめることに尽力したい。一方で、若

い研究者が、研究に邁進できるよう、サポートと環境整備にも引き続き努力する。目標は、

学外の教員公募に出して恥ずかしくない業績。  
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職名  講師   氏名  李  英姫   勤務期間  2002 年 6 月～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

教育面では、医学部第 3 学年講義の環境衛生学、疫学各論の一部（年間 3 コマ）を担当

し、看護学校第 2 学年講義の環境学の一部（年間 1 コマ）を担当しています。また、医学

部第 3 学年の実習、基礎配属の補助、2010 年度の医学部第 1 学年医学入門チューターとし

て卒前教育活動にかかわっています。2012 年度からは大学院生に対する指導など卒後教育

にも務めています。また、本学における医学教育ワークショップに 2 回参加しました。 

研究面では、環境要因による呼吸器疾患発症・増悪リスク評価、呼吸器障害の個体差、

および化学的予防対策について、分子機構に基づいた検討を行い、その研究成果を国内・

国際学会、および欧文原著として継続的に発表しており、大気汚染・呼吸器疾患に関する

複数のレビューも発表しました。2008 年度にはアメリカ合衆国ネブラスカ大学医療センタ

ーに留学し、肺疾患のリモデリング病態における細胞遊走、epithelial-mesenchymal transition 

(EMT)について研究し、その研究成果を踏まえて 2009 年度から、ディーゼル排気粒子によ

る酸化ストレスの肺線維症病態への寄与に関する研究、およびその分子メカニズム解明に

ついて、科学研究費補助金基盤（C）研究代表者として Nrf2 ノックアウトマウスを用いた

研究を継続展開しています。さらに、2011 年度から東京理科大学文部科学省私立大学戦略

的研究基盤形成支援事業「環境と次世代健康科学－疾患原因解明と予防に向けた先進的研

究」の共同研究者として、ディーゼル排気粒子による酸化ストレスの肺疾患リモデリング

病態への作用メカニズムの解明、抗菌作用を持たないエリスロマイシン(EM)の新規誘導体

の抗炎症、抗酸化作用に関する検討、およびディーゼル排気粒子の循環器への影響など新

たな研究課題に取り組んでいます。 

2009年度から 2011年度まで環境省微小粒子状物質等毒性学文献レビューワークグループ

の委員として、文献レビュー作業に参加しました。また、本学呼吸器内科学の研究グルー

プと，過去から現在にわたり、継続的共同研究活動を展開し、中華人民共和国の複数の医

科大学との人的交流、学術的交流、および本学における国際交流に世話役として協力して

きました。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

学生が自ら問題を解決していく能力を身につけられるような基礎配属の課題と方法を探

求し、2014 年度からテーマを提出するよう計画したいと思います。 

グローバル化する大気汚染、それによる健康被害に対する予防対策は今後の重要な課題

となっており、呼吸器、循環器の炎症、リモデリング病態における環境要因の寄与度、お

よび作用の分子メカニズムを解明し、科学的根拠に基づいた健康被害低減のための化学的

予防対策に寄与できるような研究を目指しています。  
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職名  助教   氏名  勝又 聖夫   勤務期間  1982 年 4 月～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

教育：日本医大 3 学年 衛生学講義、実習及び基礎配属  

   日本医大 6 学年 社会医学講義 

   その他 他大学の非常勤講師、看護専門学校の非常勤講師 

研究：唾液を用いた非喫煙者の受動喫煙のストレス評価 

   女性(特に妊産婦)に対する継続的な禁煙支援法の構築 

社会活動：文京区の両親学級において、「受動喫煙の健康影響」についての講義 

教室運営：学生教育に関する業務担当 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

教育：朝 9 時からの講義でも学生が積極的に来る魅力ある講義の構築 

研究：我々がめざしている受動喫煙のストレス評価を客観的に示す指標が多くの場で用い

られるような方法論の確立と論文作成 

社会活動：文京区での喫煙率(男性 27.9%、女性 10.0% 文京区 健康に関するニーズ調査報

告書、平成 24 年 3 月より)が減少することを目標に  
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職名  助教   氏名  平田 幸代   勤務期間  1996 年 4 月～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

 

【教育】第３学年衛生学の講義、衛生学実習（いくつかの項目でサポートとして参加）、

第３学年の基礎配属（食と予防医学というテーマで参加）を担当した。また、医学教育の

ためのＦＤワークショップに参加後、１年生および３年生ＳＧＬチューターを担当した。

千葉北総看護専門学校での環境学の講義を担当した。 

 

 【研究】免疫細胞に存在する酵素であるグランザイム３の機能や役割を解明することを

目標として、特異的な基質配列を決定するなどの基礎的な研究を進めている。また、共同

研究として、グランザイム３の ELISA 測定法を確立するためのモノクローナル抗体の作製

や条件検討などを行うとともに、培養細胞等におけるグランザイム３の測定を行っている。

また、他の教室員のテーマにおいても共同研究として、NK 活性測定や FACS 測定、western 

blot や ELISA 測定、蛋白定量などでサポートを行っている。 

  

【教室運営】教室内の実験に使用する水の管理として、純水および超純水製造装置のメ

ンテナンスを行っている。また、一部ではあるが共通の消耗品等での使用感や価格につい

ても配慮している。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

 研究において、培養細胞などを用いた基礎的なものも継続して行うとともに、動物や人

のサンプルを用いた臨床的なものへと展開し、最終的には免疫に関する病態との関連につ

いて明らかにしたいと考えている。また、公衆衛生という予防的観点からもアプローチし

ていきたいと思う。  
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職名  助教   氏名  可知 悠子   勤務期間  2012 年 12 年～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

 

 前職（帝京大学医学部衛生学公衆衛生学）では、教育については、大学院と学部で医学

統計学、疫学、公衆衛生学の講義や実習を担当しました。特に、3 年生における医療情報学

実習の統括担当者として、全体のマネージメントを行いました。また、5 年生における公衆

衛生学実習では臨床試験や貧困と格差をテーマとするグループを担当し、学生の知識のみ

ならず意識変容を促すような教育を行いました。さらに、ＦＤ（ファカルティ・ディベロ

ップメント）活動の一環として、学生による授業評価アンケートの回答傾向を分析して問

題点を抽出し、アンケート項目について改善案を提出することで、大学運営に貢献しまし

た。研究については、健康と医療の格差に関する経時的研究や、睡眠状況が生活習慣病の

発症に及ぼす影響に関する研究を中心に行ってきました。社会活動としては、臨床心理士

の資格を生かし、複数の NPO 法人の活動において心の相談に従事してきました。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

 

 着任したばかりでわからないことも多いのですが、1 日でも早く教室の仕事を覚え、貢献

できればと考えております。講義や実習では、参加型体験型学習（ワークショップ、スモ

ールグループディスカッションなど）を取り入れ、学生の知的好奇心を引き出し、主体的

な参加を促すことが目標です。また、私の専門分野でかつ最近の重要トピックである“健康

の社会的決定要因”や“健康と医療の格差”について学生が学ぶ機会を作り、社会意識の高い

医師の育成に貢献したいと考えております。研究では、前職に引き続き、貧困や格差の是

正に資する研究や適切な睡眠に資する研究に携わっていきたいと考えております。社会経

済状況の悪い人は生活習慣が良くないというエビデンスが数多く出ておりますので、これ

まで行ってきた 2 つの研究分野をリンクさせ、貧困や格差が睡眠等の生活習慣にどのよう

に影響するのかも検討する予定です。研究成果を英語論文として出すことに加え、政策決

定者やメディア、他分野の研究者に伝え、活用していただくよう活動することが目標です。  
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職名  ﾃｸﾆｶﾙ･ｽﾀｯﾌ    氏名  平田 紀美子   勤務期間  1990 年 4 月～  

職名  ﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ    氏名  五月女 孝子   勤務期間  1999 年 5 月～  

職名  ｱｼｽﾀﾝﾄ･ｽﾀｯﾌ    氏名  小林 麻衣子   勤務期間  2006 年 4 月～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 

＜教育＞ 

第三学年で行われる衛生学実習や基礎配属においてレポートのチェックや学生の出欠確認

など、教員の補助や学生指導を主な業務としてきました。また、講義においては学生の出

欠確認や講義資料の作成などを担当しました。 

 

＜研究＞ 

教員の様々な研究内容を各々サポートしており、研究に支障をきたさぬよう、実験室の管

理として試薬管理等も行っています。また、自らが獲得した科学研究費で研究を行ってお

り、学会においてその成果を発表しています。 

 

＜教室運営＞ 

主に事務（伝票処理・会計・郵便・書類の提出・物品購入管理・実験室清掃・洗濯・教室

又は教室員のスケジュール管理等）を担当し、円滑に教室内業務が進むよう教室員をサポ

ートしています。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 

川田教授就任 10 年という節目を迎え、衛生学公衆衛生学の分野で教育はもちろん、研究に

おいてもさらに発展していくよう、連携をとりながら教室のサポートに努めてまいりたい

と思います。  
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職名  大学院生   氏名  加藤 活人   在籍期間  2011 年 4 月～  

 

1）教授着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 
平成 23 年度より現在まで環境医学分野（衛生学公衆衛生学）で大学院生として学ばせて

いただいています。前年まで日本医科大学循環器内科に所属し臨床診療をやってまいりま

したが、もともと医学研究、特に疫学・予防医学にも興味があり本教室にて学ぶことを決

めました。この 2 年間は臨床診療の場とは全く違った環境の中で医学研究の基礎を勉強し

ております。 
循環器疾患および生活習慣病の発症を研究する循環器病疫学を広く学ぶなかで初年度は

日本循環器病管理研究協議会主催の第 24 回日本循環病予防セミナーへ参加し、短期集中で

循環器病疫学について充実した講義を受講し、実際に疫学研究のデザインを考えるなど実

りのあるセミナーを経験させていただきました。また、大塚俊昭准教授を中心とした先生

方のご指導のもと日本成人病（生活習慣病）学会、日本糖尿病学会、日本循環器学会へ演

題を発表し、第 46 回日本成人病学会では会長賞をいただくことができました。 
平成 24 年度からは李英姫講師をはじめとした先生方のご指導のもと、ディーゼル排気粒

子の循環器への影響につき動物実験を始めております。動物実験及び基礎研究については

今まで触れたことがなく不安がありましたが、先生方の丁寧なご指導のもと手取り足取り

教えていただき、少しずつではありますが前進しているという実感がわいてきております。 
 

2）今後の業務計画と到達目標 
 
疫学研究ではいままで学会等で発表してまいりました研究を卒業までにはすべて論文と

いう形でまとめ、新たな研究も積極的に行っていきたいと思っております。また動物実験

及び基礎研究については、結果としてまとめられるように進めていきたいです。 
 
卒後どのような進路へ進んだとしても、現在の経験が生きるように精進してまいります。 
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マウスにおけるディーゼル排気粒子曝露のブレオマイシン気道炎症病態への影響, 2013, 

3.   
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知的財産 
 

 

1) 勝又聖夫，市川泰夫 (学校法人日本医科大学, 株式会社アシスト): 意匠権 (唾液採取器

具), 意願 2007-030922 (2007, 11, 8) 

2) 勝又聖夫，市川泰夫 (学校法人日本医科大学, 株式会社アシスト): 意匠権 (唾液採取器

具), 意願 2007-030924 (2007, 11, 8)  

3) 勝又聖夫，市川泰夫 (学校法人日本医科大学, 株式会社アシスト): 実用新案権 (唾液採取

器具), 実願 2007-008663 (2007,11,8), 登録第 3138944 号 (2007, 12, 26)  
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編集後記 

 

今回、川田教授の命を受け、教授就任 10 周年記念誌の編集責任者として関わりました。

当初の予定より発刊が遅れしまい、本誌の完成を心待ちにしていた教室員の方々にはご迷

惑をおかけしましたことを、この場を借りてお詫び申し上げます。 

 

 本誌が公式な発行物であることは承知の上で、せっかくの機会ですのでこの場をお借り

し、本誌編集の際に感じたことを記させていただきたいと思います。 

川田教授が当教室に着任された 2003 年 5 月時点ですでに在籍されていたスタッフのうち、

何名が現在も在籍しているかを、本誌冒頭の「教室員一覧」から調べてみました。すると、

当時在籍の 12 名中 8 名が現在も在籍しています。途中、大学法人人事規定の改定による定

員減があるものの、教員 2 名および技術員 1 名が入れ替わっていました。 

この数値の変化を「多い」と見るか、「少ない」と見るか。私は、「非常に良いバランス

なのでは」と考えました。人員が全く固定してしまった組織では、得てして、モチベーシ

ョンの低下、思考の硬直化、チャレンジ精神の欠如等が見受けられます。一方、人員が著

しく入れ替わる組織では、大きな目標が立てられず、その場凌ぎの仕事しかできません。

さらに、人員が居着かない何らかの組織固有の問題を内包している可能性も疑われます。 

川田教授着任以前から在籍されているスタッフは、衛生学実験の専門家や当教室伝統の

感染症疫学研究を専門とした方々でした。そこへ、生活習慣病や高齢者の QOL など、現代

社会で問題となっている分野におけるフィールド研究を専門とする川田教授が着任され、

それ以降、教授の専門と関連するフィールド研究を得意とするスタッフが加わった形とな

ります。その意味で、現在のスタッフ構成は、教室の伝統的な研究テーマをさらに深く追

求しつつ、新たな分野へもチャレンジする、という教室の理想像を実現するための望まし

い構成ではないでしょうか。 

本教室の強みはまさにこの点にあると思います。各々のスタッフがその専門性を互いに

生かしあい、それらの融合によってもたらされる synergy effect を最大限に活用して、より

高いレベルの研究・教育がなされることが期待されます。私もこの synergy effect に乗り、

より質の高い研究・教育を行うべく、日々努力していきたいと考えます。 

 

 最後になりますが、この 10 周年記念誌は、巻頭の川田教授の言葉にもありますように、

将来の展望を描くためのマイルストーンの役割を果たします。各教室スタッフにおきまし

ては、本誌を一読し、今後の大学人としての目標や方向性を再確認していただければ、編

集責任者としてこのうえない幸甚でございます。 

 

2013 年 6 月 大塚 俊昭 
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